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プ
レ
マ
マ・パ
パ

�
（
出
産
育
児
）教
室

日　
時　
５
月
29
日
㈬
13
時
30
分

～
16
時

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
お
産
や
母
乳
育
児
に
つ

い
て
の
話
、
赤
ち
ゃ
ん
の
沐
浴
実
習

対　
象　
こ
れ
か
ら
母
親
、
父
親

に
な
る
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
５
月
22
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�

☎
８
５
―
９
５
９
５

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
教
室

　
産
後
間
も
な
い
お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
、
妊
婦
の
方
の
た
め
の
教

室
で
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

日　
時　
６
月
４
日
㈫
10
時
45
分

～
14
時
30
分

場　
所　
さ
く
ら
館

内　
容　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

出
産
前
後
の
マ
マ
の
食
事
（
調
理

実
習
）

対　

象　

生
後
２
か
月
頃
の
赤

ち
ゃ
ん
お
よ
び
そ
の
母
親
、
妊
婦

の
方

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
方
法　
５
月
24
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
照
会
先　
子
育
て
支
援
課

�
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『
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
』

�
の
お
知
ら
せ

　
従
来
の
胃
が
ん
バ
リ
ウ
ム
検
診

に
加
え
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
胃

が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
導
入
し
ま
し

た
。
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
（
危
険

性
）
を
知
り
、
予
防
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

対　
象　
町
内
に
住
所
を
有
し
、

令
和
２
年
3
月
31
日
㈫
ま
で
に
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の

い
ず
れ
か
の
年
齢
に
な
る
方

※
次
に
該
当
す
る
方
は
、
対
象
年

齢
で
あ
っ
て
も
正
し
い
検
査
結
果

が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
検
診
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

食
道
、
胃
、
十
二
指
腸
の
病
気

で
治
療
中
の
方

▼�

胃
酸
分
泌
抑
制
剤
（
プ
ロ
ト
ポ

ン
プ
阻
害
剤
）
を
内
服
中
ま
た

は
検
診
日
か
ら
2
か
月
以
内
に

服
用
し
て
い
た
方

▼�

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
中
ま
た
は
除
菌

後
6
か
月
以
内
の
方

※
対
象
年
齢
以
外
の
方
は
、
バ
リ

ウ
ム
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

内　
容　
血
液
検
査
（
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
検
査
と
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ

ロ
リ
菌
抗
体
検
査
）

※
直
接
胃
が
ん
を
発
見
す
る
検
査

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
胃
が
ん
や

胃
の
病
気
に
か
か
る
リ
ス
ク
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
バ
リ
ウ
ム
検
査

に
比
べ
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
検

査
で
す
。

検
診
後
の
流
れ　
こ
の
検
診
で
精

密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
場

合
は
、
胃
内
視
鏡
検
査
を
受
け
ま

す
。
そ
の
後
も
一
定
の
間
隔
で
検

査
を
受
け
る
こ
と
で
、
胃
が
ん
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

実
施
期
間　
6
月
1
日
㈯
～
令
和

２
年
3
月
31
日
㈫

受
診
方
法　
取
扱
医
療
機
関
ま
た

は
集
団
検
診
で
受
診
で
き
ま
す
。

受
診
に
は
、
5
月
下
旬
に
送
付
す

る
「
受
診
券
」
が
必
要
で
す
。

※
自
己
負
担
金
な
ど
の
詳
細
は

「
保
健
だ
よ
り
」
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
５
―
０
８
０
０

献
血
に
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す

月　
日　
5
月
28
日
㈫

場
所
・
受
付
時
間

・�

役
場
庁
舎
前
駐
車
場　
９
時
30

分
～
12
時

・
さ
く
ら
館　
14
時
～
16
時

対
象
者　
18
歳
～
64
歳

共　
催　
箱
根
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
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５
―
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赤
十
字
会
員

�

増
強
運
動
月
間

　
５
月
は
、
赤
十
字
会
員
増
強
運

動
月
間
で
す
。

　
赤
十
字
は
、
人
道
・
博
愛
・
平

和
を
目
標
に
、
世
界
の
国
々
と
手

を
結
び
、
人
類
の
幸
せ
と
世
界
の

平
和
の
た
め
に
、
活
動
を
続
け
て

い
る
奉
仕
団
体
で
す
。

　
こ
の
活
動
の
経
費
は
、
ほ
と
ん

ど
が
、
赤
十
字
の
人
道
的
な
活
動

に
賛
同
し
、
資
金
協
力
を
し
て
く

だ
さ
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
く
活

動
資
金
（
会
費
等
）
に
よ
っ
て
ま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
赤
十
字
の
活
動
や
理
念
に
賛
同

し
て
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く

の
方
か
ら
の
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。保

健
だ
よ
り
の
一
部
訂
正

　
保
健
だ
よ
り
Ｐ
５
「
子
ど
も
の

予
防
接
種
」
の
掲
載
内
容
【
日
本

脳
炎
の
予
防
接
種
の
接
種
回
数
等
】

に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

の
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

４
回
接
種

　
１
期
初
回
：
６
～
28
日
間

隔
で
２
回
接
種

　
１
期
追
加
：
１
期
初
回
の

２
回
目
接
種
後
、
お
お
む
ね

１
年
お
い
て
１
回
接
種

　
２
期
：
９
歳
～
11
歳
未
満

で
１
回
接
種
と
な
り
ま
す
。

照
会
先　
さ
く
ら
館

�

☎
８
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不妊・不育症治療費の助成
○一般不妊治療費
　助成額は、12か月を 1期間として、一般不妊治療に要し
た保険診療外の費用の 2分の 1とし、 ５万円を上限として
助成します。（ 1期間 1回の申請になります。）
○不育症治療費
　不育症診断後、助成額は、 1治療期間に要した治療や検
査のうち保険診療外の費用の 2分の 1とし、30万円を上限
として助成します。

妊産婦・未熟児への訪問
　妊婦健康診査の結果で指導が必要な方や、出生体重2５00
ｇ未満など体の発育が未熟なまま生まれた赤ちゃんがいる
家庭を対象に、保健師や助産師による訪問指導を行います。

妊婦歯科健康診査の助成
　妊娠中の歯科健康診査（ 1回分）の費用（2,626円）の
一部を助成します。
対　象　住民登録がある妊婦の方
自己負担�額　５00円（町民税非課税世帯および生活保護世

帯は免除）
取扱医療機関　小田原歯科医師会協力医療機関

妊娠相談―思いがけず妊娠した方等
　はじめての妊娠への不安や、望まない妊娠など、妊娠に
関するあらゆる心配について、専門職が電話や面談等で相
談を受付けています。妊娠に関して悩んでいらっしゃる方
は、どなたでもご利用できます。気軽に相談してください。
（電話匿名可。秘密厳守）

妊婦健康診査の助成
　妊婦健康診査（14回分）の費用を補助券方式で助成しま
す。
　 1回目は 1万円、 2回目以降は１回につき7,000円を補
助します。
　補助券は、母子健康手帳交付時に配布します。
対　象　住民登録がある妊婦の方
取扱医療�機関　県内および御殿場市内の医療機関（横浜市、

川崎市、横須賀市内で受診する方は事前連絡が必
要です。）

箱根町の
子ども・子育て支援

出産に向けて

照会先　子育て支援課☎８５─９５９５
P. ９ 〜12をとりはずすなどして保管してください。

こども宅食サービス事業
　給食提供のない学校休業期間にこどもたちの
見守りをかねた昼食のお弁当宅食サービスを行います。
対　象　�町内在住のひとり親世帯および養育支援訪問事業

その他児童福祉、母子保健施策の幼児から中学卒
業まで

期　間　夏・冬・春の学校長期休業期間中の平日
負担額　�一食6５0円（消費税込）※児童扶養手当の全額受

給世帯相当や養育支援訪問の対象となる世帯につ
いては無料

利用方法	　事前に利用申請を行い、利用決定後電話で申し
込み

新規

　妊娠・出産・子育て期まで切れ目のない支援と幅広い
ニーズに対応するため、保健・医療・福祉・教育等の相談
を受けるワンストップサービスの窓口です。
　ご夫婦がお子さんを望んだ時から、子育て期まで、か
らだや心のこと、育児・生活、お子さん自身のことまで、
保健師、助産師、保育士、管理栄養士、社会福祉士ほか、
様々な専門職が、お子さんの健やかな成長と生活をサポー
トしていきます。

箱根町子育て世代
包括支援センターを開設
「子ども家庭総合支援拠点」併設

新規


